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2 歳児における他者とのかかわりに関する研究の動向

Review of Studies in Relationships of 2-year-old child to others.

子ども学研究科　子ども学専攻（博士課程）　寒河江　芳枝
発達臨床学科　佐久間　路子

第１章　問題と目的

　本論文では、２歳児を主な対象として行われた

研究を対象に、特に他者とのかかわりの中で、ど

のような発達的特徴が見られるのかを検討してい

きたい。２歳児を対象とした理由として、第一

に、近年、幼稚園で２歳児保育を実施している園

が増加しているという点が挙げられる。２歳児ク

ラスに相当する子どもを受け入れている園は、

2012 年の調査 1）によると、私立幼稚園では 366

園中 39.7％で、2007 年の調査（26.4％）に比べ

13.3％ポイントが増加している。増加の背景とし

ては、少子化が進む中、近隣に同年齢の子どもが

少ないことや、親子だけで過ごす時間の煮詰まり

感といった保護者側の要因が推察される。また入

園前に幼稚園で生活すること（プレ保育）は、園

の雰囲気を体験し、入園に向け、子どもと相性の

いい園を選ぶ機会にもなっていると考えられる。

このように２歳代から、保護者も集団生活を送る

機会を持つことを期待しており、２歳児の他者と

のかかわり、特に同年代の子どもとかかわる機会

や時間が、ますます増加していると考えられる。

２歳児の同年代の仲間との関係については、保育

所に通う子どもを中心に、研究が蓄積されてきて

いる。本論文では、他者とのかかわりとして、家

庭での保護者とのかかわりだけでなく、同年代の

仲間や保育者とのかかわりについて行われた研究

を含め、発達的特徴を明らかにしていきたい。

　第二に、２歳代は自我が芽生え、自己主張が強

まる時期であり、この時期の子どもは他者とのか

かわりの中で多くの葛藤を経験することが予想さ

れる。これまでに第一筆者は、甥 Y の誕生から

６年間の記録を取り、Ｙが経験した葛藤に着目し

分析を行っている 2）。発達に伴い葛藤への対処が

変化していき、１，２歳児では直接的要求が多かっ

たが、３歳児になると要求を実現しようとする場

面で、他者に対して直接的に要求をぶつけるので

はなく、間接的に、いわば『迂回』をするように

要求を示すことが見られた。Ｙ児の場合は、迂回

行動が見られたのが、３歳であったが、他者との

葛藤場面は２歳代から生じることが予想され、２

歳代に直接的ではなく間接的な要求表明行動の萌

芽が見られる可能性があるだろう。本論文で２

歳代の他者とのかかわりに関する研究成果をレ

ビューすることを通して、他者との葛藤をどのよ

うに経験し、葛藤に対処していくのかについて考

察するための知見を深めていきたい。

　改めて２歳児の発達的特徴を挙げると、保育所

保育指針 3）の中の発達過程では、おおむね２歳

について、以下のように書かれている。『２歳は、

歩く、走る、跳ぶなどの基本的な運動機能や、指

先の機能が発達する。それに伴い、食事、衣類の

着脱など身の回りのことを自分でしようとする。

また、排泄の自立のための身体的機能も整ってく

る。発声が明瞭になり、語彙も著しく増加し、自

分の意思や要求を言葉で表出できるようになる。

行動範囲が広がり探索活動が盛んになる中、自我

の育ちの表れとして、強く自己主張する姿が見ら

れる。盛んに模倣し、事物の間の共通性を見いだ
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すことができるようになるとともに、象徴機能の

発達により、大人と一緒に簡単なごっこ遊びを楽

しむようになる』。これらの記述の中で他者との

かかわりについて書かれているところに着目して

みると、『自我の育ちや強い自己主張が見られる』

という記述が見られる。自己主張は他者に向けて

なされるため、日々の生活の中で、他者に対する

自分の意志や要求を表出する場面、それを他者と

ともに調整する場面が多々起きると考えられる。

保育所保育指針には、同年代の子どもとのかかわ

りについては「おおむね２歳」についての記述に

は書かれていないが、園生活を共に過ごす同年代

の他者と過ごす時間は長く、その中で、様々なか

かわりが生じていると考えられる。

　また『年齢の心理学』という著書の中で、麻生・

伊藤 4）は、タワー課題や拍子木課題について述

べる中で、２歳半を過ぎると、大人の意図に従う

にしても逆らうにしても、子どもの意図調整は、

象徴的な活動やことばを媒介にして、より微妙に

複雑なものになっていくことを特徴づけている。

さらに同著書のなかで山本 5）は、２、３歳児の

子どもたちの遊びについて、大きい子どもがおも

しろそうなことを始めると、小さな子どもたちが

それを次々にまねると述べている。また調整的な

行動については、２歳後半になれば大人の調整の

理論をとりこみつつ他者を説きふせようとするよ

うになり、さらに３歳も近づくころには自分自身

が大人の位置に立って、第三者として他の子ども

たちの行動を統制し始めたりするというように、

大人とのかかわりをもとに、他の子どもたちとの

かかわりへと広がりをみせること、またその調整

方法も、大人を介して学ぶようになることを示し

ている。

　以上の２歳代の特徴を踏まえ、本論文では、他

者を意識し始める中で、２歳児は他者とどのよう

にかかわりを持ち、他者に対して自己をどのよう

に表出するのかについて、これまでの研究知見を

概観していく。まずは、この時期に発達が進む言

語について、子ども同士および保育者との対話に

関する研究を取り上げ、他者とのかかわりを言語

面のやりとりから検討する。次に、仲間とのやり

とりやあそびにおける模倣に着目する。２歳児に

は模倣や象徴能力の発達が進んでいくが、あそび

の中で他者を模倣することで仲間との関係が育ま

れることが予想される。そして自己主張が強まる

２歳児において、自己制御や情動制御には大きな

発達が見られると考えられるため、情動制御や自

己制御に関わる研究にも着目し、整理していく。

　以上の３つの観点から研究を概観し、最後に筆

者がこれまで観察してきた２歳児の姿と関連づけ

て考察したい。

第２章	 ２歳児を中心に４つの視点から他者と

のかかわりを捉える

　２歳代では、自分の意思や要求を言葉で表出す

ることができるようになり、他者と対話をするよ

うになる。子どもたちの対話の観察研究をとりあ

げ、言語面における他者とのかかわりについて発

達的特徴をみていく。

第１節　対話について

　１歳頃から言葉を発する子どもは、２歳頃にな

ると言葉を媒介に他者とどのように言葉を交わす

のだろう。遠藤6）は、２歳児の遊びにおけるコミュ

ニケーション行動の分析において、少ない語彙し

か持たない２歳初期児同士の会話では、相手また

は自己の発話を反復的におこなうことによって発

話の交換が維持されている側面が大きく、何回も

の聞き返しを必要とするなど、効率の悪さがうか

がわれた。しかし、会話を成立させ維持しようと

いう意図は明確に存在し、成立・維持のための基

本的・初歩的技能を有していることがむしろ注目

されるべきであり、反復的言辞はまさにその技能

の１つに他ならないと示唆している。

　江口 7）は、幼児のコミュニケ―ション行動の

発達において、遊び場面における２幼児間の相互

的言語伝達の分析を行っている。分析によると、

２歳前半においては、大人があまり介在しない場

面では、幼児同士の間に会話は生じにくいことを
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物語っており、この時期での会話行動の発達にお

ける大人の役割の重要性を示唆している。２歳後

半については、本研究では２歳後半と３歳前半

をペアとした組が多かったため、明確な断定を下

しにくい側面はあるが、ペアの相手である３歳前

半児とほとんど変わらないように見受けられてい

る。おそらく、２歳前半から後半にかけて、幼児

の会話行動は大きく発達をとげ、大人の存在がな

くとも、ある程度、幼児相互間において言語伝達

しあえるほどの技能を獲得するものと思われると

結論づけられている。

　山本 8）は、「幼児間の会話発生期」と位置づけ

られた２歳後半から、「幼児間の会話発達におけ

る質的転換期」として抽出された４歳台までを対

象とし、幼児間における会話の自然発生過程を質

的に分析した。その結果、遊び活動での遊具とい

う事物が媒介されなくても幼児間での言語交流が

２歳後半頃から為されていた。その意味におい

て、子どもたちは、ともに関わりあう中で相手の

気持ちを受け止め、自分の気持ちを伝えるなど、

共感しあう関係を深め、子どもたち同士の世界を

さらに広げていく可能性を秘めている。また、コ

ミュニケーション研究というアプローチにおいて

発話プロトコルを分析していくと、一見無意味と

思われる言語現象の中に、人間関係や共同行為が

存在することを確認することが証明されているこ

とを示唆している。

　淀川は、２－３歳児が言葉を媒介にコミュニ

ケーションした場合の特徴を明らかにしている

が、ここでは「対話」について４つの視点から論

じる。一つ目の研究 9）は、保育者が２－３歳児

の発話行為を受容し応答した場面に着目し、２－

３歳児の発話に対する保育者の応答と、さらなる

２－３歳児の発話の特徴を明らかにすることを目

的としている。その結果、２－３歳児が要求以外

の情報を提示する場合、保育者の応答は言葉を用

いている場合もそうでない場合もあるが、いずれ

も肯定的な応答を得やすく、その応答を受けた２

－３歳児はさらに発話する行為を楽しむ様子が見

受けられた。また、２－３歳児が自らの要求を主

張する場合、保育者からの言葉を用いた応答を得

やすく、その応答に乗じることで、要求と現実と

の間での葛藤状況から脱しうることを経験してい

た。このように、２－３歳児が保育者からの応答

を受けとることで、発話行為を楽しんだり、葛藤

状況から脱したりするという経験をし、他者との

二者間対話において発話行為を経験し学んでいる

ことが示唆されている。

　二つ目の研究 10）は２－３歳児における保育集

団の対話の発達的変化についてである。結論は、

2 ～ 3 歳の時期に他児の発話を模倣することで叙

述や確認を行うだけでなく、他児の発話とは異な

る表現で、いわば「自分らしい表現」を使って叙

述や確認を行い、様々に話題を展開することがで

きるようになっていくことが示唆された。

　三つ目の研究 11）は「確認し合う事例における

宛先・話題・話題への評価に着目して－」の視点

であり、四つ目の研究は 12）は、「伝え合う事例

における応答性・話題の展開に着目して－」の視

点である。前者は、２－３歳児の保育集団におけ

る食事場面での対話の変化についての特徴を明ら

かにすることを目的とし、後者は伝え合う事例に

焦点をあて、２－３歳児同士がどのように伝え

合っており、その特徴はどのように変化している

かを検討している。その結果、後期になると話題

や話題への評価を共有し、特に他児の示した話題

への評価を共有した上で自らの評価を述べるとい

う特徴が見られるようになったことを示唆してい

る。また、他児の発話に関連づけて自分なりの新

たな情報を追加し、さらに関連する話題に展開す

るというように、話題の深まりや展開も見られる

ようになった。加えて、自他の主張が食い違った

場合に誰かが妥協案を提示しそれを受け入れる、

自分が身を引いて気持ちの安定を保つというよう

に、他児との折り合いをつけながら対話するよう

になったことが明らかにされている。

　以上、「対話」について２歳児の特徴を取り上

げた。２歳児初期は、語彙数も少ないため会話を
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維持することは難しいとされていたが、大人が介

在することによって会話が成立している。２歳後

半になると大人の介在が常時なくとも会話が成立

するようになり、「自分らしい表現」を使って叙

述や確認を行い話題を展開するようになり、他児

の示した話題を共有した上で自らの評価を述べる

などの特徴も見られるようになった。そして、自

他の主張の食い違いには、他児と折り合いをつけ

ながら対話をするようにもなることが明らかにさ

れている。特に淀川の研究は、これまでに三者以

上の集団での対話について検討したものは少な

く、かつ異なる場面における集団への宛先の広が

り方について検討したものはないことから意義あ

る研究といえるだろう。しかし、観察は６ヶ月間

の子どもの姿であるため、子どもを発達的に捉え

るためにはより継続的に観察を行うことが必要で

あろう。また、淀川が述べているように保育学の

営みを一年を通して日々織りなされるものである

と考えるならば、より縦断的な研究方法が求めら

れるだろう。

第２節	 仲間とのやりとりやあそびにおける模

倣について

　江口 13）は、乳幼児期初期における同輩関係の

発達の様相について述べている。研究によると、

生後 1 年目の同輩に対する社会的行動の最も初期

形態であるか否かの点でまず問題となるのは、新

生児の「もらい泣き」現象であると捉えている。

生後 1 年目後半における仲間への社会的行動の

発達の一般的特徴として一つ目は、相手への働き

かけや相手の働きかけに対する反応が積極的にな

り、二つ目は社会的行動の相互的交換がある程度

可能となる。そして三つ目は、行動様式がより多

様化することが挙げられた。

　齋藤 14）は、１～２歳児が、保育の場での自然

発生的な遊び場面において「仲間と同じ物に関心

をもつ」という行為に着目し、仲間と同じ物に関

心を向けた際の物への働きかけ方を詳細に分析す

ることによって、仲間と物とのかかわりについて

明らかにすることを目的としている。それによる

と、仲間が別のおもちゃで遊び始めると、今まで

遊んでいたものをすんなり止め、仲間が使ってい

る物に興味が移る姿が見られた。このような「仲

間が別の物や新しい物に関心をもったり、それを

使い始めると、自分もその物に関心をもつ」とい

う現象は、物自体に関心があるというよりも、

「仲間が使っている物」に関心をもつことを示し

ているのではないかと考察している。仲間と同じ

物をもつ、同じ場を共有すること自体が、仲間と

のかかわりを結びつけている可能性も示唆されて

いる。

　大桑 15）は、保育現場における子ども同士の関

わりの中で見られる模倣について遊び場面を直接

観察し、そのカテゴリー化について吟味検討し、

３歳未満の子どもの仲間関係の中で見られる模倣

の機能について論じている。観察された事例から

子どもたちの関わりの中で見られる模倣を「学習

による模倣」「コミュニケーションとしての模倣

（模倣がコミュニケーションとして機能する際に

も多様な使われ方をしていることを示す）」「表現

としての模倣」という３つに分類している。子ど

もたちが模倣を通じて他児から学び、相互に楽し

くコミュニケートし、他児を真似ることで表現し

豊かな集団生活を送ること、また模倣によって子

どもたちの心が豊かに現れるという模倣のあり方

も見られた。

　瀬野 16）は、２～３歳児が仲間同士の遊びのな

かでいかに共有テーマを生み出すかを検討してい

る。瀬野は、相互模倣を通して子どもたちが対話

を成立させているという Nadel の示唆をふまえ、

遊びの中で共通のテーマが立ち上がることを“共

有のテーマ”の成立と呼び、共有のテーマの成立

過程を詳細に調べている。とくに、遊びの中でテー

マが立ち上がるまでの流れとテーマの成立に身ぶ

りや言語、事物が果たす役割の二点に着目し、仲

間同士の遊びを成立させている要因を検討してい

る。観察より明らかになったことは、相互模倣は

言語的コミュニケーションの確立に伴い、相対的

に減少していくものと思われるが、「コンタクト」
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の成立を確認する役割を果たす相互模倣は、人と

人の結びつきを支えるものとして、幼児期後半や

大人になっても形を変えて残存していく側面を

もっているように思われることが示唆された。さ

らに、遊びの変化に関わる要因を特定することに

は限界があるが、前半に〔相互模倣〕や〔繰り返し〕

が頻繁に観察された事実は、一定の示唆を与えて

くれるように思われることが論じられている。

　中道 17）は、どのようにして年上のきょうだい

が、トドラーを社会的ふり遊びへ参加するよう

に導くのかを検討している。研究結果は、Rogoff

（2003/2006）の「導かれた参加」の観点を用い

て論じている。それによると、26 人の年上のきょ

うだい（平均年齢 = ５歳５ヶ月）が、彼らの年

下のきょうだいであるトドラー（平均年齢 = １

歳 11 ヶ月）の前で、オヤツを本当に食べる様子

（本当条件）と、オヤツを食べるふりをする様子

（ふり条件）が観察された。年上のきょうだいは、

本当条件よりふり条件で頻繁にまた長い時間微笑

し、トドラーを注視し、効果音をより使い、オヤ

ツ動作をより行った。行動系列分析の結果は、ふ

り場面においてきょうだい間で表情や動作の模倣

が生じていたのではないことや、きょうだいがふ

り動作をして、トドラーを注視し、微笑すると

いった特定の行動パターンを呈示した後に、トド

ラーはふり遊びに参加する傾向があることが示さ

れた。中道は、本研究で観察されたふり場面にお

けるきょうだいとトドラーのやり取りは、「導か

れた参加」の基本過程としての「意味の橋渡し」

であると述べている。

　以上、仲間とのやりとりやあそびにおける模倣

について研究を整理したが、特に相互模倣はこの

時期に盛んに見られる特徴的な行為と考えられ

る。また相互模倣の形態の中でも「コンタクト」

の成立を確立する役割を果たす相互模倣は、人と

人の結びつきを支えるものとして、言語発達が進

んだ幼児期後半や大人になっても形を変えて見ら

れる行動であることは興味深い。さらに齋藤の研

究では、子どもが仲間の遊んでいる物に興味を持

ち取ろうとするという行為は、物自体に関心を

持っているのではなく、仲間が使っている物に関

心を示していると考察されている。仲間と同じ物

をもつというのは、行為の模倣と言うこともで

き、仲間とのかかわりを結びつけているのは、興

味を向ける物でもあり、そしてその物に関わろう

とする行為の模倣であるとも言えるだろう。

第３節　自己制御について

１．相互交渉場面における拒否

　他者との相互交渉場面においては、相手の要求

と自分の要求が異なった場合に拒否行動が示され

る。以下では、まず１～２歳児の食事場面の中で

見られる「拒否」行動について取り上げる。

　河原 18）は、１～２歳児の食事場面について 2

つの目的を立て研究を行っている。一つは、子ど

もの拒否行動を含む保育者との相互交渉にはどの

ようなパターンがあるかということ、もう一つは

子どもの拒否行動への保育者による対応は子ども

の食行動の発達に伴ってどのように変化するかと

いうことである。観察の結果、相互交渉のパター

ンとしては、単発的拒否、継続的拒否、拒否後受

容、受容後拒否の４つのパターンに分類された。

一方、保育者の働きかけは、「異なる食べ物（前

回促したものと異なる食べ物を子どもに再度促

す）」、「見通し（おかわり、食事の終了などの見

通しについて説明して食を促す）」、「他の視線（ア

ンパンマンなどのキャラクターや他児＜他者＞な

どが対象児の食べる様子を見ているからと言って

食を促す）」、「ふり（キャラクター等になったふ

りをさせて食を促す）」とし、それ以外の行動と

して「その他の摂食（上記以外の行動ないし発話

によって＜再度＞食を促す）」としている。これ

によると、４つの特徴的な接触促し行動には、子

どもの食行動の発達に伴って「異なる食べ物」が

減少し、それに伴って出現してくる「ふり」が見

られた。そして、観察期間中一貫して見られたの

が、子どもの反応が変化していく「見通し」「他

の視線」という特徴があることが示された。
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　さらに河原ら 19）は、家庭と保育園の比較から

食事場面における１、２歳児と養育者の対立的相

互作用について調査している。それによると、

19 か月未満では、保育園より家庭の方が受動的

摂食や拒否行動が多く、その出現傾向は食事の前

半と後半では異なっていた。19 か月以上では、

家庭でのみ 1 分以上続く泣きがみられ、そのきっ

かけは親子の確執であることが示唆された。これ

らにより、1、2 歳児の拒否行動には 2 つのタイ

プ（①保育園で食事の後半に見られた「満腹・終

了」を意味する拒否、②家庭の前半の拒否は、食

事をとりたくないわけではないといった相矛盾す

る拒否）があり、対立的相互作用の発達について

行為主体としての自己の発達との関連で考察され

ている。1 ～ 2 歳児の拒否については、拒否はす

るものの、先の見通しや他者の存在によって相手

の要求を受け入れられるようになっていくことが

明らかになっている。同時に保育園と家庭におけ

る拒否のタイプが異なっているということは、1

～ 2 歳児であっても集団生活の場とそうでない場

を見極めていることも証明されている。

　以上、1 ～ 2 歳児の「拒否」については、拒否

はするものの、先の見通しや他者の存在によって

相手の要求を受け入れられるようになっていくこ

とを示唆し、保育園と家庭との区別もできている

ことを明らかにしている。次に、「家庭での言語

コミュニケーションにおける情動制御」について

述べる。

2．家庭での言語コミュニケーションにおける情

動制御

　ここでは、他者との関係の中で不快な気持ちを

どのように表出するのかという視点で研究を整理

していく。方法としては、実験場面と観察場面の

どちらかを用いて研究がなされている。

　Dunn ら 20）による研究は、観察より日常場面

を設定し、子どもがどのように自分の気持ちを表

現するのかということを言語コミュニケーション

の発達から分析調査した。データは、2 つの縦断

的研究で記録されている。研究 1 は 43 人の第二

子の子どもが、18 カ月と 24 カ月の二時点で、母

親と年上のきょうだいと一緒に過ごしている状態

で記録されている。研究 2 は、16 人の第一子が、

25 カ月と 32 カ月の二時点で母親と年下のきょう

だいと一緒に過ごしているところで観察されてい

る。2 歳児までに示された両方の研究では、多く

の子どもたちが、自己と他者において感情状態の

範囲に言及していた。彼らは、様々な文脈におい

て感情状態の原因を話し合っていた（ふり遊びも

含んでいる）。43 人の第二子の子どもの中で 18

カ月で自分の気持ちについて積極的に話す子ども

は、24 カ月でも自分の気持ちについて積極的に

話す中心的な存在であった。その子どもは、自分

の気持ちとの関係を母親や年上のきょうだいに

よって作られていた。男児よりも女児の方が、よ

り頻繁に母親と年上のきょうだいに自分の気持ち

を話しに出していた。24 カ月までは、女児自身

が、男児よりも頻繁に自分の気持ちに言及してい

ることを明らかにしている。

　次に Dunn21）は、24 カ月の子どもたちが、ど

のように自身の関心を他の行動で表すかという事

例を取り上げている。事例は、2 歳児の女児が部

屋の中を跳ね回り、テーブルの上に置いてある

チョコレートケーキを見つけると、母親にエプ

ロンをしてチョコレートケーキを食べたいと話す

が、母親はチョコレートケーキを食べられないこ

とを話す。すると、女児は疲れたと言葉を発する。

母親は、女児の疲れたという言葉に対しては心配

するものの、チョコレートケーキは食べてはいけ

ないことを伝えている。Dunn は、自分の都合の

よいように相手の行動を変えるために、実際の自

分の状態とは異なる状態のふりを子どもがしてい

ると解釈している。

　情動制御と発達の個人差について検討している

坂上 22）の研究では、歩行開始期における情動制

御の発達的変化を調べるため、マイルドなフラス

トレーション状況における 19 人の子どもの行動

を、生後 18 カ月、24 カ月の二時点において観察

した。実験課題は、子どもが他者からの支援を積
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極的には受けられない状況下で、玩具の入った

ロックのかかった箱を開けることが課された。観

察結果より、歩行開始期には、対処行動が状況に

応じてより有効に組織化されるようになり、これ

にともなって、自律的な対処への移行が推し進め

られることが示唆された。さらに本研究では、情

動焦点型の対処として複数の気晴らし行動が観察

されたが、この時期に見られる気晴らし行動に

は、不快情動の沈静だけでなく、自発的な快情動

の創出という、より積極的な機能があるのではな

かと述べられている。

　金丸・無藤 23）は、母子の葛藤場面における２

歳児の情動調整プロセスを、子どもの不快情動変

化として捉え、その個人差を検証している。その

結果、不快情動変化タイプは、「継続型」・「沈静

型」・「非表出型」に分類された。「継続型」の子

どもは、不快情動の原因を除去する積極的な働き

かけを行い、「非表出型」の子どもは、自ら気紛

らわしや他の活動を行い、母親は子どもの自発性

や能動性に寄り添っていた。「沈静型」の母親は

子どもの不快情動を沈静するための積極的な働き

かけを行い、sensitivity と structuring が葛藤場

面で高くなった。このように、自律的な調整や、

原因を除去しようとする行動が可能になり始める

が、不快情動が沈静するには、母親の助けを必要

とするという、自律性や他律性が混在する２歳児

の情動調整の特徴が明らかになっている。

　また金丸・無藤 24）は、情動調整プロセスの個

人差に関する２歳から３歳への発達的変化につい

て検討している。研究の目的は３つある。一つ目

は、不快場面に置かれた３歳児を対象に、快、不

快情動の変化から捉えた情動調整プロセスの個人

差を明らかにすることである。二つ目は、同一の

子どもについて２歳時点から３歳時点への情動調

整プロセスの個人差の変化を示す。三つ目は、不

快場面での情動調整行動を検討し、３歳児の情動

調整の自律性を明らかにする。結果としては、情

動調整プロセスの個人差について、不快情動から

捉えた情動調整プロセスタイプの中に、快情動

変化から捉えた個人差が存在することが明らかに

なった。情動調整プロセスの個人差の変化につい

ては、２歳時に不快情動を表出した多くの子ども

が、３歳時には不快情動を表出しなくなること

や、２歳時に快情動を表出しなかった子どもの多

くは、３歳時に快情動を表出したことを示してい

る。また、情動調整行動に関しては、他の活動を

積極的に行ったり、気紛らわし的行動が増え、よ

り自律的な行動が増えることを示した。３つの視

点より、３歳児は２歳児と比較して、より自律的

で適応的な情動調整が可能となることが示唆され

ている。

　最後に、自己主張の発達的変化を検討した野沢25）

は、１～２歳の子ども同士のやりとりについて検討

している。研究目的は、１～２歳の仲間同士にお

ける自己主張の発達的変化を明らかにすることで

あり、保育所の１歳児クラスを対象として約１年

間の縦断的な観察を行っている。それによると、

自己主張がなされる場合、１歳前半には発声による

主張が特徴的にみられること、２歳前後にかけて不

快情動の表出を示す行動が増加し、その後は減少す

ること、２歳後半にかけて情動や行動を制御した発

話や交渉的表現など、よりスキルフルな自己主張が

増加することが示唆されている。自己主張の発達を

検討する際には、声のトーンを含む情動的側面に着

目することや、個々の子どもの発達的変化を考慮す

ることの重要性が挙げられている。

　以上、２歳児になると自分の気持ちや主張をす

るだけでなく、自己を制御することが少しずつで

きるようになってくる。Dunn の研究では、ふり

行動をすることで相手の気持ちを引くことが明ら

かにされたが、坂上や金丸らの研究によると、自

分の要求を他のことで満たそうとする気晴らし行

動や情動調整プロセスにおいても、２歳後半にか

けて情動や行動を制御した発話や交渉的表現が表

れ、不快情動を調整する方法として、自ら気紛ら

わしや他の活動を行う姿が新たに見られた。すな

わち、これらの行動は不快情動の沈静だけでな

く、自発的な快情動の創出という、より積極的な
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機能があることが明らかにされたことは、意義が

あることといえるだろう。

　これらの研究は、発達的変化を調べるために二

時点で観察を行っているが、ある時点とある時点

という、いわば点と点の関係であり、ある時期か

らある時期までの過程を追った観察、すなわち線

の関係を調査対象になされていない。今後は、子

どもが気晴らし行動や気紛らわし行動を行うまで

のプロセスを検討する必要がある。次は、２歳児

の養育者（保育者・母親）の観点から捉える。

３．2 歳児の養育者（保育者・母親）の観点

　坂上は、反抗期に対して特に母親に着目し、母子

の共変化過程に関する４つの研究を行っている。

　一つ目の研究 26）では、子どもの意図的な反抗

や強い自己主張が現れるとされる１歳代後半から

２歳代にかけて、母親の対応が子どもの行動の変

化に伴いどのように変化していくのかを、一母子

のやりとりの縦断的観察によって探索的に検討し

ている。結果、Ⅲ期（23 ～ 27 カ月齢）のいずれ

の場面においても、言語による活発な交渉が母子

の間でみられるようになった。意図の対立がお

こった時に互いの間に距離をおこうとする、距離

化の行動もみられている。また、対象児 K と母親

双方の意図や、やりとりの相互性、互恵性の意識

化させる母親の対応は、K が母親に伝えている行

為の社会的意味や、母親の意図が理解できるよう

になり、K 自身の要求・拒否が多様な方法で明確

に訴えられるようになったことを示唆している。

　二つ目の研究 27）では、質問紙調査による検討

から子どもの反抗・自己主張に対する母親の対応

の横断的変化とその背景要因を明らかにしてい

る。その結果、子どもの発達的変化に促される形

で母親が、母、子双方の意図に焦点化した、相互

調整的、互恵的なやりとりを育てる対応を子ども

の反抗・自己主張の時期に身につけていくことが

示唆された。

　上記の二つの研究の結果に共通して示されたこ

とは、この時期の経験を通じて、母親の対応に柔

軟性が増し、子どもの理解者としての役割とソー

シャライザーとしての役割という親としてとるべ

き２つの役割の分化と統合が進むという、母親の

変化過程である。このように子どもの反抗期の経

験を、母親の視点から共変化過程として明示した

ことは、非常に意義のあることといえるだろう。

　そして、３つ目の研究 28）は、質問紙調査によ

る子どもの反抗・自己主張に対する母親の受け止

め方である。結果としては、反抗期の始まりに際

して 255 人中、約 51％の母親が肯定的な感情や

考えを持ったと回答し、255 人中、約 46％の母

親は苛立ちや困惑といった否定的感情を持ったと

回答した。この結果は、二つ目の研究結果と矛盾

しないものであり、子どもから初めて強い反抗や

自己主張を受けるという経験の新奇性が、子ども

が反抗期を迎えた時の母親の反応に影響（母親が

持つ否定的育児感情）している可能性があること

を示唆している。また、回答時点でも多くの母親

は肯定的な意見や感情を持っていることが明らか

になった。

　さらに四つ目の研究 29）では、子どもの反抗・

自己主張に対する母親の適応過程について面接

調査を行っている。結果、初めて親になった人に

とってはこの時期が、子どもとの大きな対立を

経験するおそらく初めての機会にあたり、それ

ゆえに、子どもの変化に適応していくためのメ

カニズムを作り上げていくことが必要になるこ

とを示唆している。また、この時期の子どもの

変化、あるいは子どもとの関係性の変化として、

「意思疎通、相互理解が可能になった」「子ども

と一緒にいるのが以前より楽しくなった」とい

う内容が挙げられていたが、これらの発言は母

親が、それまでとは異なる形で、子どもとの心

的な一体感やつながりを持ちうるようになった

ことを明らかにしている。

　一般に２歳児のイヤイヤ期が始まる頃になる

と母親は、この時期の子どもに対して否定的な

感情を抱くのではないかと考えられていたが、

後半の 2 つの研究より、子どもが反抗期を迎え

たときに母親の反応に否定的育児感情の可能性
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があることを示唆しながらも母親が子どもの反

抗期を肯定的に受け止めていること、子どもと

の関係性の変化についても肯定的であるという

ことが明らかになった。

　野沢 30）は、１～２歳児の葛藤的やりとりにお

ける自己主張に対する保育者の介入において、子

どもの行動内容との関連の検討を行っている。子

どもの自己主張と保育者の介入との関連には、子

どもの月齢による違いもみられているが、＜相手

の身体への働きかけ＞以外の子どもの自己主張に

対して、【状況の明確化】や【方略の提示】の割

合が、２歳後半においては比較的高い傾向があっ

た。子どもの発達に伴い、情動制御の主体は、養

育者から子どもへと移行すること、すなわち、子

ども自身による情動制御が増加することが指摘さ

れている。

　以上、「自己主張や自己抑制を支える養育者（保

育者・母親）」について整理した。母親視点によ

る坂上の調査では、母子間で意図の対立がおこっ

た時にお互いの間に距離をおこうとする、距離化

の行動も見られている。そして、母親は子どもの

理解者としての役割とソーシャライザーとしての

役割という、親としてとるべき２つの役割の分化

と統合が、子どもの反抗期の経験を通して進むと

解釈されている。

　しかし、これまでの研究において足りない点

は、個人差について検討されていないということ

である。それぞれの子どもたちに個性があるよう

に自己主張するには、各々の子どもたちが、どん

な過程を得ているのかということ、さらにそれに

ついて養育者はどのような援助を行っているかと

いうことを明らかにしていく必要がある。

第３章　まとめと今後の課題

　本論文では、他者とのかかわりについて焦点を

当て「対話」、「仲間とのやりとりやあそびにおけ

る模倣について」、「自己制御」の３つに分けて研

究を概観した。

　論文を整理した結果見られた動向は、２歳児と

いう年齢は非常に変化が著しい年齢であるという

ことである。この時期の子どもたちは、他者とか

かわるために様々な方法を用いてかかわろうとし

ている。「対話」においては、２歳児の初期は語

彙数が少ないために大人が仲介役をすることで会

話を成立させることができる時期である。しか

し、語彙数が少ないこの時期であっても、子ども

たちは他者とかかわろうとし、語彙数が乏しいだ

けに面白いやりとりも見られる。これらの知見を

具体的な子どもの姿に当てはめてみると以下のよ

うな例が挙げられる。

　筆者（未発表）が２歳児クラスを観察していた

際、ある女児が玩具で遊んでいる男児向かって「カ

シテ」と言うと、男児は「ダメヨ」と応答していた。

両者は、このような会話のやり取りを続けている

が口論や喧嘩をするのではなく、むしろ女児は男

児に近寄る。そして、「カシテ」「ダメヨ」という

会話を続けながら対話の芽生えのような姿が見ら

れた。２歳児後半にもなると他者の考えを受け入

れながら「自分らしい表現」を用いて、自分の考

えを表出するようになる。同時に他者と考えが異

なる場合には、自分の考えと折り合いをつけなが

ら会話を成立するという方法も獲得していく。

　仲間とのやりとりやあそびの中に模倣が見られ

る。模倣というと身体模倣や言語模倣があるなか

で、齋藤 14）は「仲間が別の物や新しい物に関心

をもったり、それを使い始めると、自分もその物

に関心をもつ」という現象は、物自体に関心があ

るというよりは、仲間が使っている物に関心を持

つことであると述べている。すなわち、仲間と同

じ物を使っている、あるいは同じ場にいるという

ことは、仲間とかかわりを持つことを意味してい

ることが明らかにされている。筆者は、２歳児前

半の子どもたちの関わりを見たときに齋藤が言う

ような姿を見ることができた（未発表）。ある男

児が目当ての玩具に向かって走りその玩具を手に

取ると、後ろから女児が駆け寄り男児が持ってい

る玩具を奪い取る。仕方なく男児が他の玩具の所

に行き新たな玩具を手に取ると女児は手に持って
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いる玩具を床に置き、男児の後を追い同じ行動を

示した。言葉が上手く表出できない子どもにとっ

て、この姿は他者を意識し、他者とかかわりたい

という意味を示しているように思われる。

　「自己抑制」においては、直接的に自分の思い

を相手に主張することが上手くいかないことが分

かると、気晴らし行動や気紛らわし行動など間接

的な行動が見られるようになった。一方、養育者

の役割は重要であり、彼らは子どもの理解者であ

り、ソーシャライザーであることを挙げている。

さらに結果より、距離を置くことなども大切なこ

とであると示唆している。筆者が見てきたこの時

期の子どもの姿として気晴らし行動や気紛らわし

行動ともいえないそらしに近い行動がみられた。

例えば、食事場面において 2 歳児の男児は、嫌

いな物が給食に出ると食べようとしない。保育者

が、男児の隣に座り、スプーンの上にその嫌いな

物を少しのせ口まで運ぼうとすると男児は「ねむ

い」と話し、寝たふりをすることがあった（未発

表）。

　このように、２歳児の特徴を取り上げてきた

が、２歳児を様々な角度から見ると、自己の発達

と共に他者とどう向き合っていくかという過程の

途中段階のように思われる。木下 31）は、６つの

レベルを挙げる中で２歳児前半は表象レベルでの

自他視点の混乱の時期であり、２歳児の後半にな

ると内なる他者を媒介にした自他理解の時期であ

ると述べている。木下の論からも分かるように、

2 歳という年齢はとても興味深い年齢である。そ

の過程の行動レベルでは、不快な感情を抱いたと

きに単に拒否的行動を示すだけでなく、気紛ら

わし行動や気晴らし行動が見られることが分かっ

た。２歳児が不快な感情を単に主張するのではな

く、相手の気持ちを汲み取りながら、自分の気持

ちを快情動へと移行する道すじはどのようになっ

ているのだろう。しかし、これらがどのようなプ

ロセスから生起されたものかということについて

は明らかにされていない。２歳児が他者とかかわ

り、自分の思いを自分なりに調整していく過程を

明らかにすることで、２歳児の他者との関わりの

特質がより明らかになるのではないだろうか。こ

れを明らかにするには縦断的研究が必要になる。

なぜならば、問題とされている行動が生起する前

後を細かく観察することでしかそのプロセスを明

らかにすることができないからである。今後は、

ここで明らかになったことを養育者や保育者に伝

えることで、筆者の研究が実践に還元できること

を課題とし、研究をさらに進めていきたいと考え

ている。
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